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時限 授業時間（９０分）及び休憩時間

1 ８：５０～１０：２０
休憩 １０：２０～１０：３０

2 １０：３０～１２：００
休憩 １２：００～１３：００

3 １３：００～１４：３０
休憩 １４：３０～１４：４０

4 １４：４０～１６：１０
休憩 １６：１０～１６：２０

5 １６：２０～１７：５０
休憩 １７：５０～１８：００

１８：００～１９：３０
　※教職課程のみ

授 業 時 間

6



第１学期（４月１日～９月２８日）
４ 月 １ 日 （ 水 ）

４ 月 １ 日 （ 水 ） ～ ４ 月 ２ 日 （ 木 ）

４ 月 ３ 日 （ 金 ）

４ 月 ６ 日 （ 月 ） ～ ４ 月 ７ 日 （ 火 ）

４ 月 ８ 日 （ 水 ）

４ 月 ２３ 日 （ 木 ）

４ 月 ２４ 日 （ 金 ）

６ 月 ２６ 日 （ 金 ）

７ 月 ３０ 日 （ 木 ）

７ 月 ３１ 日 （ 金 ） ～ ８ 月 ６ 日 （ 木 ）

８ 月 ７ 日 （ 金 ） ～ ９ 月 ２８ 日 （ 月 ）

第２学期（９月２９日～３月３１日）
９ 月 ２９ 日 （ 火 ）

１０ 月 １ 日 （ 木 ）

１２ 月 ２６ 日 （ 土 ） ～ １ 月 １１ 日 （ 月 ）

１ 月 １２ 日 （ 火 ）

２ 月 ２ 日 （ 火 ）

２ 月 ３ 日 （ 水 ） ～ ２ 月 ９ 日 （ 火 ）

２ 月 １０ 日 （ 水 ） ～ ３ 月 ３１ 日 （ 水 ）

３ 月 １９ 日 （ 金 ）

３ 月 ３１ 日 （ 水 ）

        （備考）
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３

４

５

６

７

８

新入生オリエンテーション等

令和８年度 筑波技術大学大学院学年暦

学年開始

春季休業

入学式

第１学期授業開始

学生定期健康診断 天久保キャンパス

春日キャンパス

第１学期授業終了

第１学期期末試験

夏季休業

開学記念日

第２学期授業開始

補講日

補講日

　　１０月１４日（水）は振替授業日とし、月曜日授業を実施する。

　　１１月２０日（金）は学校推薦型選抜・社会人選抜実施に伴う臨時休業とする。

　　１１月２６日（木）は振替授業日とし、月曜日授業を実施する。

学年終了

 学生の定期健康診断実施日は、臨時休業とする。

　　４月２９日（水）昭和の日は祝日だが、通常授業を実施する。

　　５月７日（木）は臨時休業とする。

　　７月２２日（水）は振替授業日とし、月曜日授業を実施する。

　　７月３０日（木）は振替授業日とし、春日は金曜日授業、天久保は木曜日授業を実施する。

冬季休業

第２学期授業終了

第２学期期末試験

春季休業

学位記授与式



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 9/29 9/30 1 2 3

5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31

1 2 1 2 3 4 5 6 7

3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14

10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21

17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28

24 25 26 27 28 29 30 29 30

31 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 6 6 7 8 9 10 11 12

7 8 9 10 11 12 13 13 14 15 16 17 18 19

14 15 16 17 18 19 20 20 21 22 23 24 25 26

21 22 23 24 25 26 27 27 28 29 30 31

28 29 30 1 2

1 2 3 4 3 4 5 6 7 8 9

5 6 7 8 9 10 11 10 11 12 13 14 15 16

12 13 14 15 16 17 18 17 18 19 20 21 22 23

19 20 21 22 23 24 25 24 25 26 27 28 29 30

26 27 28 29 30 31 31

1 1 2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27

23 24 25 26 27 28 29 28

30 31 1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 7 8 9 10 11 12 13

6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18 19 20

13 14 15 16 17 18 19 21 22 23 24 25 26 27

20 21 22 23 24 25 26 28 29 30 31

27 28 29 30 15 15 15 15 15

15 15 15 15 15

1 入学式４月３日　　学位記授与式３月１９日

2 新入生オリエンテーション等（４月６・７日）

3 授業休業

4 補講日

5 振替授業 8 ○ 祝日等

6 期末試験 9 △ 学生の定期健康診断のため，臨時休業

7 修士論文の提出日は、原則として１月の第３週の金曜日とする。 （△天久保地区，△春日地区）※各１日実施予定

令和８年度 筑波技術大学大学院学年暦カレンダー

第　　１　　学　　期 第　　２　　学　　期

曜日 曜日

４

※4月29日（水）は祝日（昭
和の日）だが授業実施

１０
※10月14日（水）は月曜授
業を実施

５
１１

※5月7日（木）は休業

※11月20日（金）は学校推
薦型選抜・社会人選抜実
施に伴う臨時休業
※11月26日(木)は月曜授
業を実施

１２

６
※6月26日（金）は補講日

１
７

※1月12日（火）は補講日

※7月22日（水）は月曜授業
を実施
※7月30日（木）は
春日：金曜授業を実施
天久保：木曜授業を実施

８
２

□

３

９

計

計
■下記祝日については通常授業を実施する。

４月２９日（水）（昭和の日）

■学期を次のとおりに分ける。

第１学期 ４月１日（水）から９月２８日（月）

第２学期 ９月２９日（火）から３月３１日（水）



１ 教育理念 

情報アクセシビリティ専攻では，様々な学問分野から成り

立つ「情報保障学」を広く社会に普及させ，高等教育機関で

学ぶ聴覚・視覚障害学生が障害のない学生と同様の学修環境

を確保するために，「情報保障学」に関する知識や技能を身に

つけた専門的かつ高度な支援者や教育者・研究者を育成する

ことを目指します。これらの進路に即した内容を体系的に学

修できるよう，障害者支援（聴覚障害）コース，障害者支援

（視覚障害）コース，手話教育コースの３コースを設置して

います。 

 

 

２ 教育目標 

情報アクセシビリティ専攻では，聴覚・視覚障害者の社会

自立や参加に貢献するための専門的かつ系統的な知識，情報，

技術を提供しながら，障害者支援の中核的な役割を担いうる

高度専門職業人及び情報保障に関する教育者・研究者を育成

することを目標としています。 



３ ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

情報アクセシビリティ専攻では，専門領域に関する系統的

な専門知識と技術を持ち，情報保障を通じて障害者支援の中

核的な役割を担いうる高度専門職業人を育成することを目

指しています。そのため，以下の知識，能力を身につけた者

に修士（情報保障学）の学位を授与します。 

 

１．情報保障学に関わる高度専門職業人としての理論的･実

践的能力 

２．情報保障学に関わる教育，心理，医療，保健，福祉，労

働及び工学等の分野について，専門性を深めることがで

きる研究能力 

３．広い視野に立って障害者支援の諸課題に対応できる実践

応用的な能力 

 

【障害者支援（聴覚障害）コース】  

聴覚障害（ろう・難聴）の障害特性，聴覚障害者のリハ

ビリテーション・教育・コミュニケーション特性につい

て理解を深めた上で，情報保障の技術習得を通じて共生

社会の構築に貢献できる力 

 

【障害者支援（視覚障害）コース】  

視覚障害（盲・弱視）の障害特性，視覚障害者のリハビ

リテーション・教育・コミュニケーション特性について

理解を深めた上で，情報保障の技術習得を通じて共生社

会の構築に貢献できる力 

 



【手話教育コース】 

手話言語の言語的特性，手話言語使用者の生活文化，第

二言語教育，音声言語と手話言語間の通訳について理解

を深めた上で，手話言語の研究と教育を通じて共生社会

の構築に貢献できる力 

 



４ カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針

について） 

情報アクセシビリティ専攻では，学位授与方針（ディプロ

マ・ポリシー）において示した知識と技術を学修するため，

障害者支援（聴覚障害）コース，障害者支援（視覚障害）コ

ース，手話教育コースの３つの領域を設け，以下の方針に基

づいてカリキュラムを編成しています。また，障害に配慮し

た教育方法・教育環境により，学生一人ひとりが必要な能力

を身に付けるよう教育します。 

 

１．情報保障に関する理論的・実践的能力を身につけること

を目標とし，共通科目として，聴覚・視覚障害に関する

アクセシビリティ，リハビリテーション及び両障害に対

する情報保障の理念と手段に関する授業を開設し，障害

者支援の専門的・系統的な知識と技術を修得することの

できる体系的な教育課程を編成・実施します。 

２．障害者支援（聴覚障害）コース，障害者支援（視覚障 

害）コース，手話教育コースにおいては，各々の専門領

域の知見を深めるために，専門科目として，障害者支援

（聴覚障害・視覚障害），手話教育，障害学生支援コーデ

ィネート・実習に関する授業を開設し，専門領域に関す

る高度な知識・技術を学修します。 

３．情報保障分野の研究を計画・遂行するために，文献調 

査，実験法・調査法等の各種研究法とデータ解析諸手法，

プレゼンテーション方法を学修し，最先端の理論，技術

などの情報を自主的に収集し，自らの課題を把握・分析

でき，研究テーマに沿った研究計画を立案するとともに，



基礎知識や専門知識を統合して研究を遂行できる能力

を身に付けます。 

４．修士論文の研究指導は，主指導教員と副指導教員との 

複数指導体制とし，自らの課題意識に即した研究を進め，

専門性を高めます。 

  

学修成果の評価としては，授業科目ごとに定めたシラバスに

おいて授業内容と方法，達成目標と評価方法を明確に提示す

るとともに，到達目標の達成度に基づいて厳格に行います。 



５ アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

障害者支援の中核的な役割を担いうる高度専門職業人お

よび情報保障に関する教育・研究者を育成することを目標と

しています。そのため，上記目標を達成できるような資質や

意欲を持った以下のような人材を求めています。 

 

１．障害者支援・情報保障を学ぶために必要な学力，コミ 

ュニケーション力と障害に対する理解を有し，情報アク

セシビリティを高めるために様々な工夫をし，知識を活

用できる人 

２．知的好奇心を持って未知なる課題や困難な問題に積極 

的に取り組み，解決していく人  

３．高度で専門的な知識や技術を持つ支援者，教育・研究 

者として，社会に積極的に参加し，共生社会の実現とそ

の発展に貢献しようとする人  

 

入学者選抜方針 

情報アクセシビリティ専攻の入学者選抜は，一般入試と社会

人入試により行います。  

一般入試 

情報保障・障害者支援に関する知識，新しい技術に挑戦す

る意欲，専門的な学力等を総合的に評価し，選抜します。 

社会人入試 

社会人として得た実績や経験を基盤として，情報保障・障

害者支援に対する知識，新しい技術に挑戦する意欲，専門的

な学力等を総合的に評価し，選抜します。 
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Ⅰ 教育課程の編成と履修方法  

 

1. コース 

情報アクセシビリティ専攻には次の３つの履修コースが置かれています。 

① 障害者支援（聴覚障害）コース 

② 障害者支援（視覚障害）コース 

③ 手話教育コース 

 

2. 科目編成 

情報アクセシビリティ専攻の授業科目は，「基盤科目」と「専門科目」で編成さ

れており,「専門科目」はコース毎にその教育目的に沿って編成されています。 

「専門科目」の中の「コース指定選択科目」は，各コースがその教育目標を達成

するために独自に開設する科目です。 

「専門科目」の中の「特別研究科目」は，修士論文を作成するための科目です。 

 

3. 修業年限 

本学学則に基づき，標準修業年限は２年，在学年限は４年です。 

 

4. 修了に必要な単位 

修了に必要な単位は下表のとおりです。 

 

科 目 区 分 履 修 単 位 数 

基
盤
科
目 

 
 情報アクセシビリティ研究特論  （必修） ２単位  

 聴覚障害リハビリテーション特論 （選択） 

 視覚障害リハビリテーション特論 （選択） 

 聴覚障害情報保障特論      （選択） 

 視覚障害情報保障特論      （選択） 

１８単位以上 

（コース指定選択科目 

２単位以上を含む） 

※障害者支援（聴覚障害）

コース及び手話教育コース

のコース指定選択科目は共

通となる 

専
門
科
目 

 各コースの指定選択科目 

選択科目 

特別研究科目  

情報アクセシビリティ特別研究１ 
１０単位  情報アクセシビリティ特別研究２ 

合計 ３０単位以上 

 



Ⅱ 学修の方法 

１  開設授業科目  

 （１）開設される授業科目は，一人又は複数の教員が担当しています。  
 （２）授業科目は，原則として時間割表に従い毎週決まった曜時限に開講  
   されます。  
    授業科目によっては，夏季休業期間中など一定期間に数日間続けて  
   授業が行われるもの（集中講義）もあります。集中講義の実施日程等  
   の詳細については，授業担当教員による指示又は掲示で連絡します。  
 （３）授業科目の単位数は，講義，演習，実習などの授業の方法と授業時  
   間数によって異なります。  
    授業計画については，後半の「授業計画書（シラバス）」を参照して  
   ください。  
２  授業期間と授業時間  

 （１）授業期間は，毎年度学年暦で定められます。１学期は４月から９月  
   まで，２学期は１０月から３月までとなっています。  
    授業期間は，原則として学期ごとに１６週となります。１学期間の  
   １６週は，１５週の授業と１週の試験期間からなっています。  

※令和７年度はでデフリンピック開催のため、天久保キャンパスと春日

キャンパスで学年暦が異なりますので注意してください。  

 （２）授業時間は，９０分の授業を（１２０分間の授業とみなし）１時限  
   として定めています。  
３  単位数の基準  

   授業は，講義，演習，実験，実習のいずれか又はこれらの併用により  
  行われ，それぞれ１単位あたりの授業時間数が異なります。  
４  履修年次  

   各開設授業科目については，履修年次が定められています。定められ  
  た年次に所定の科目を履修してください。  
５  科目番号  

   授業科目には，科目番号が付されています。履修申請は，科目番号で  
  行いますので注意してください。  
６  必修科目、選択科目  

   授業科目には，必修・選択の別が示されています。  
 （１）必修科目は，専攻・コースにおける学修のために必ず履修しなけれ  
   ばならない科目です。  
 （２）選択科目は，学生個々の関心や目的達成のため，学生自らが計画し  
   自由に選択して履修する科目です。  
７  授業実施と期末試験  

 （１）授業  
     授業担当教員は，履修申請に基づく受講者名簿によって，授業時  



    間ごとに受講者の出欠を確認します。  
 （２）休講  
     大学行事又は授業担当教員の止むを得ない事由によって授業を行  
    えない場合は，休講とし掲示で連絡します。  
 （３）補講  

授業が休講となった場合又はその他の事由で授業時間とは別に日

時を定めて補講を行うことがあります。日時，教室等は掲示で連絡

します。  
 （４）授業の欠席  

大学が定める通学が困難となる事由が発生した場合には、公欠が

認められます。詳細は本学ホームページで確認して下さい。  
URL:https: / /www.tsukuba-tech.ac. jp/education/absence/koketsu.html 

 （５）期末試験  
     ア  学期ごとに期間を定めて期末試験を行います。この期間中は  
      原則として平常の授業は行いません。（「学年暦」を参照）  
     イ  期末試験は，授業担当教員が指定した筆記試験，口頭試験，  
      実技試験，レポート等の方法により行われます。  
     ウ  期末試験を止むを得ない理由で受けられない場合は，追試験  
      を受けることができます。  
     エ  期末試験の結果は，次の「（６）成績評価基準」により評価  
      して受講者に通知します。  
 （６）成績評価基準  
      （評価記号）   （点数）  
        Ａ＋   １００点～９０点  
        Ａ     ８９点～８０点  
        Ｂ     ７９点～７０点  
        Ｃ     ６９点～６０点  
        Ｄ     ５９点以下  
 （７）単位認定と総合評価  
     ア  １学期間で終了する授業科目については，その学期末の試験  
      結果によって成績を評価し，評価記号がＡ＋，Ａ，Ｂ又はＣで  

あるときは，単位が与えられます。評価記号Ｄ（不合格）には  
単位が与えられません。  

     イ  通年で行われる授業科目については，１学期末の試験結果に  
      より成績の仮評価を行い，学年末に１，２学期の成績をあわせ  
      て総合評価を行います。総合評価記号がＡ＋，Ａ，Ｂ又はＣで  

あるときは，所定の単位が与えられます。総合評価記号Ｄ（不  
合格）には単位が与えられません。  

       各授業科目の所定の単位を学期ごとに分割して与えることは  
できません。  



 

Ⅲ 履修申請 

   授業科目を履修する際は，筑波技術大学大学院履修規程第５条に基づ  
  き，履修申請の手続きをしなければなりません。履修申請をしていない  
  科目については，授業に出席し試験を受けても単位は認定されません。  
   次の点に注意し履修申請手続きを行ってください。  
１  申請期間等  

履修申請期間  
令和８年４月８日（水）  
         ～４月２２日（木）  
           １６：３０まで  

訂正履修申請期限  令和８年５月８日（金）１６：３０まで  

第２学期訂正履修申請期間  
令和８年９月２９日（火）  
        ～１０月２２日（木）  

１６：３０まで  
 
２  申請方法  

   年度当初に行われる新入生オリエンテーション，コースガイダンス等  
  を参考に，各自が履修計画を立て，学務情報管理システム (AIMS)で履修  

申請を行ってください。  
３  申請にあたっての注意事項  

 （１）本年度履修しようとするすべての授業科目について申請してくださ  

   い。  
    第２学期に開始するものや集中講義についても期限内に申請してく  
   ださい。  
 （２）都合により「開設授業科目」の内容が変更される場合がありますの  
   で，掲示等に注意し，必ず訂正された内容で申請してください。  
 （３）同じ時間帯に２つ以上の科目を申請することはできません。  
 （４）期間内に申請しなかった者は，特別の理由がない場合は本年度の履  
   修を認めません。  
４  成績の通知  

   成績評価は，授業科目の担当教員が期末試験の結果等を総合して行い  
  ます。（試験実施要領参照）  

各学期末の成績評価は，期末試験後，下記の時期を目安に，学務情報

管理システム (AIMS)で各自確認を行ってください。  
 
   第１学期成績通知  ９月下旬～（予定）  

  第２学期成績通知  ３月下旬～（予定）  
 
 



５  入学前に大学院において修得した単位の認定について  

 （１）単位の認定  
     学則の規定に基づき，学生が大学院入学前に大学院又は他大学の  
    大学院等において授業科目を履修し修得した単位（科目等履修生と  
    して修得した単位を含む）については，１５単位を限度として，当  
    該学生が所属するコースの修了要件となる単位として認定すること  
    があります。  

（２）申請方法  
     認定を希望する学生は，「単位認定申請書」を本学大学院入学前の大

学院における成績証明書及び授業計画書（シラバス）を添えて履修申

請時に提出してください。  
      

Ⅳ 課程修了 

１  課程修了の流れ  

   修士課程を修了するためには，同課程に２年以上在学し，履修規程に  
  定める３０単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けたうえ，修  
  士論文を提出してその審査及び最終試験に合格しなければなりません。  
   修士論文は，同課程に１年以上在学し，各コースで定めた論文提出に  
  必要な単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた人が提出することが  
  できます。  
   修士論文の提出日は，各年度で定めますが，通常１月となります。  
   これ以外にも，２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研  
  究指導を受けたうえで，論文等の審査及び最終試験に合格した者につい  

ては，第１学期末課程修了ができるようになっています。  
   最終試験は，審査した修士論文について口頭試問によって行われます。 
   課程の修了によって，次の学位が取得できます。  
   

修士（情報保障学）  
   （ Master of  Information and Communication Accessibil ity）  
 
２  研究指導の方法と計画  

指導教員によって差はありますが、２時間程のゼミ発表が週に１回くらい、

オンラインまたは対面形式であります。研究活動の進捗状況を評価し、今後

の研究計画についてディスカッションを行います。その他、必要に応じて電

子メールによる指導も行うことがあります。  
研究計画は４月上旬から下旬にかけて、指導教員と相談しながら作成して

いただきます。  



専門分野 E-mail 

教授 　数学，情報保障 　tatsuya@a.tsukuba-tech.ac.jp

教授 　手話言語学，ろう者学 　osugi@a.tsukuba-tech.ac.jp

教授 　情報保障，手話通訳，障害学生支援 　shirasawa@a.tsukuba-tech.ac.jp

教授 　聴覚障害児教育 　chonan@a.tsukuba-tech.ac.jp

教授 　スポーツ医学，障害者スポーツ 　nakajiyu@a.tsukuba-tech.ac.jp

　三　好　茂　樹 教授 　情報保障，感覚代行，福祉工学 　miyoshi@a.tsukuba-tech.ac.jp

講師 　ろう者学，手話言語教育，社会福祉 　yk-kobayashi@a.tsukuba-tech.ac.jp

助教 　補聴とコミュニケーション   sasame@a.tsukuba-tech.ac.jp

専門分野 E-mail 

教授 　視覚障害者教育 　itou-kazu@k.tsukuba-tech.ac.jp

准教授 　障害学，情報アクセシビリティ 　chihoko.aoki@a.tsukuba-tech.ac.jp

准教授 　福祉情報工学 　kanahori@k.tsukuba-tech.ac.jp

准教授 　福祉情報工学 　mmiyagi@k.tsukuba-tech.ac.jp

准教授 　理論言語学，統語論，英語教育 　yukino@k.tsukuba-tech.ac.jp

准教授 　基礎解析学，解析学基礎 　htanaka@k.tsukuba-tech.ac.jp

　中　島　幸　則

　小　林　洋　子

　新　井　達　也

　大　杉　　豊

　田　中　　仁　

　宮　城　愛　美

　金　堀　利　洋

【視覚障害系】

　小　林　ゆきの

教員名

　伊　藤　和　之

　笹　目　友　香

　青　木　千帆子　

Ⅴ　研究指導教員一覧

【聴覚障害系】

教員名

　長　南　浩　人

　白　澤　麻　弓



基盤科目

聴覚障害 視覚障害

(「情報アクセシビリティ研究特論１」または
「情報アクセシビリティ研究特論２」から２単

位以上を含め)６単位以上
１０単位

[参考]情報アクセシビリティ専攻の教育課程編成（令和５年度以前入学者対象）

履修年次

専　門　科　目

共通科目
障害者支援コース

手話教育コース 特別研究科目

[必修]
情報アクセシビリティ
特別研究２

障害学生支援コーディネート実習２
障害者支援演習

１年次

[選択必修]情報アクセシビリティ研究特論１
[選択必修]情報アクセシビリティ研究特論２
聴覚障害リハビリテーション特論
視覚障害リハビリテーション特論
聴覚障害情報保障特論
視覚障害情報保障特論

聴覚障害教育特論
聴覚障害情報保障システム特論
聴覚障害コミュニケーション技術演習
聴覚障害学特論

視覚障害教育特論
視覚障害情報保障システム特論
点字・ロービジョンケア技術特論
視覚障害アクセシビリティプログラミング特論
視覚障害アクセシビリティプログラミング演習

手話言語学特論
手話言語学・教育演習
ろう者学教育コンテンツ特論
手話言語教育特論
手話通訳特論
手話通訳演習

[必修]
情報アクセシビリティ
特別研究１

障害学生支援コーディネート特論
障害学生支援コーディネート実習１
障害者就労支援特論
特別支援教育情報保障特論
障害者支援演習

修了に必要な
修得単位

１４単位以上

２年次

聴覚障害教育特論
聴覚障害情報保障システム特論
聴覚障害コミュニケーション技術演習
聴覚障害学特論

視覚障害教育特論
視覚障害情報保障システム特論
点字・ロービジョンケア技術特論
視覚障害アクセシビリティプログラミング特論
視覚障害アクセシビリティプログラミング演習

手話言語学特論
手話言語学・教育演習
ろう者学教育コンテンツ特論
手話言語教育特論
手話通訳特論
手話通訳演習



基盤科目

聴覚障害 視覚障害

(「情報アクセシビリティ研究特論１」または
「情報アクセシビリティ研究特論２」から２単

位以上を含め)６単位以上
１０単位

修了に必要な
修得単位

１４単位以上

２年次

聴覚障害教育特論
聴覚障害情報保障システム特論
聴覚障害コミュニケーション技術演習
聴覚障害学特論

視覚障害教育特論
視覚障害情報保障システム特論
点字・ロービジョンケア技術特論
視覚障害アクセシビリティプログラミング特論
視覚障害アクセシビリティプログラミング演習

手話言語学特論
手話言語学・教育演習
ろう者学教育コンテンツ特論
手話言語教育特論
手話通訳特論
手話通訳演習

[必修]
情報アクセシビリティ
特別研究２A、２B

障害学生支援コーディネート実習２
障害者支援演習

１年次

[選択必修]情報アクセシビリティ研究特論１
[選択必修]情報アクセシビリティ研究特論２
聴覚障害リハビリテーション特論
視覚障害リハビリテーション特論
聴覚障害情報保障特論
視覚障害情報保障特論

聴覚障害教育特論
聴覚障害情報保障システム特論
聴覚障害コミュニケーション技術演習
聴覚障害学特論

視覚障害教育特論
視覚障害情報保障システム特論
点字・ロービジョンケア技術特論
視覚障害アクセシビリティプログラミング特論
視覚障害アクセシビリティプログラミング演習

手話言語学特論
手話言語学・教育演習
ろう者学教育コンテンツ特論
手話言語教育特論
手話通訳特論
手話通訳演習

[必修]
情報アクセシビリティ
特別研究１A、１B

障害学生支援コーディネート特論
障害学生支援コーディネート実習１
障害者就労支援特論
特別支援教育情報保障特論
障害者支援演習

[参考]情報アクセシビリティ専攻の教育課程編成（令和６年度入学者対象）

履修年次

専　門　科　目

共通科目
障害者支援コース

手話教育コース 特別研究科目



基盤科目

必修科目２単位 １０単位

[参考]情報アクセシビリティ専攻の教育課程編成（令和７年度以降入学者対象）

履修年次

専　門　科　目

共通科目 障害者支援（視覚障害）コース特別研究科目

[必修]
情報アクセシビリ
ティ特別研究２A、
２B

障害学生支援コーディネート実習２

１年次

[必修]情報アクセシビリティ研究特論
聴覚障害リハビリテーション特論
視覚障害リハビリテーション特論
聴覚障害情報保障特論
視覚障害情報保障特論

聴覚障害教育特論
聴覚障害情報保障システム特論
聴覚障害学特論

手話言語学特論
ろう者学教育コンテンツ特論
手話言語教育特論
手話通訳特論

視覚障害教育特論
視覚障害アクセシビリティプログ
ラミング特論
点字・ロービジョンケア特論

[必修]
情報アクセシビリ
ティ特別研究１A、
１B

障害学生支援コーディネート特論
障害学生支援コーディネート実習１
障害者就労支援特論

修了に必要な
修得単位

18単位以上（コース指定選択科目2単位以上を含む。）
※障害者支援（聴覚障害）コースと手話教育コースは共通

障害者支援（聴覚障害）コース・手話教育

２年次

聴覚障害教育特論
聴覚障害情報保障システム特論
聴覚障害学特論

手話言語学特論
ろう者学教育コンテンツ特論
手話言語教育特論
手話通訳特論

視覚障害教育特論
視覚障害アクセシビリティプログ
ラミング特論
点字・ロービジョンケア特論



 
 
 
 

Ⅵ授業時間割 
 
 
 
 
 
 
 
 
※開講曜時限及び教室については、履修者決定後、変更することがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



時限 曜日

時限 曜日

その他集中講義等
障害学生支援コーディネート実習１（中島（亜）、白澤）、障害学生支援コーディネート実習２（中島（亜）、白澤）、障害者就労支援特論（長南、松為）、
情報アクセシビリティ特別研究１・２、情報アクセシビリティ特別研究１A・１B・２A・２B

6

16：20 ～
17：50

(視覚・選択)
視覚障害教育特論

伊藤、天野、金堀、小林（ゆ）、
嶋

282(春日)

4
14：40 ～

16：10

5

3
13：00 ～

14：30

(視覚・選択)
視覚障害アクセシビリティ

プログラミング特論
金堀

282(春日)

(視覚・選択)
点字・ロービジョンケア特論

田中、宮城、伊藤
282(春日)

(聴覚・手話・選択)
ろう者学教育コンテンツ特論

小林(洋)
S202(天久保)

(聴覚・手話・選択)
手話言語教育特論

大杉
S202(天久保)

その他集中講義等
障害学生支援コーディネート実習２（中島（亜）、白澤）、聴覚障害情報保障システム特論（三好、磯田）、聴覚障害リハビリテーション特論（長南、笹目）、
情報アクセシビリティ特別研究１・２、情報アクセシビリティ特別研究１A・１B・２A・２B

第
二
学
期

月 火 水 木 金

1

6

2
10：30 ～

12：00

(選択)
障害学生支援コーディネート特論

白澤、（）
S201(天久保)

(聴覚・手話・選択)
手話通訳特論

白澤
S202(天久保)

8：50 ～
10：20

(聴覚・手話・選択)
手話言語学特論

大杉
S202(天久保)

5
16：20 ～

17：50

(共通・選択)
視覚障害情報保障特論

宮城、三好
282(春日)

※ 一部集中

4
14：40 ～

16：10

(共通・選択)
視覚障害リハビリテーション特論

伊藤、田中、宮城
282(春日)

(共通・選択)
聴覚障害情報保障特論

白澤、笹目
S202(天久保)

令和８年度授業時間割表

第
一
学
期

月 火 水 木 金

1
8：50 ～
10：20

(共通・必須)
情報アクセシビリティ研究特論

三好、金堀、中島（幸）、天野、
新井、宮城、神村、小林（ゆ）

S202(天久保)

3
13：00 ～

14：30

(聴覚・手話・選択)
聴覚障害学特論

大杉、小林（洋）、四日市
S202(天久保)

(聴覚・手話・選択)
聴覚障害教育特論

長南、新井、笹目、中島（幸）
S202(天久保)

2
10：30 ～

12：00



Ⅶ 科 目 表 

※開講曜時限及び教室については、履修者決定後、変更することがあります。



科目番号 授業科目名
授業
方法

単位
数

必修・
選択
の別

履修
年次

Ａ１１１５ 情報アクセシビリティ研究特論 講義 2 必修 1

Ａ１１３０ 聴覚障害リハビリテーション特論 講義 2 選択 1

Ａ１１４０ 視覚障害リハビリテーション特論 講義 2 選択 1

Ａ１１５０ 聴覚障害情報保障特論 講義 2 選択 1

Ａ１１６０ 視覚障害情報保障特論 講義 2 選択 1

Ａ２１１０ 聴覚障害教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２１２０ 聴覚障害情報保障システム特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２１４０ 聴覚障害学特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３１０ 手話言語学特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３３０ ろう者学教育コンテンツ特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３４０ 手話言語教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３５０ 手話通訳特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２１０ 視覚障害教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２３５ 視覚障害アクセシビリティプログラミング特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２５０ 点字・ロービジョンケア特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２５２０ 障害学生支援コーディネート特論 講義 2 選択 1

Ａ２５３０ 障害学生支援コーディネート実習１ 実習 1 選択 1

Ａ２５４０ 障害学生支援コーディネート実習２ 実習 2 選択 2

Ａ２５５０ 障害者就労支援特論 講義 2 選択 1

Ａ９１００ 情報アクセシビリティ特別研究１Ａ 演習 2 必修 1

Ａ９１０１ 情報アクセシビリティ特別研究１Ｂ 演習 2 必修 1

Ａ９１１０ 情報アクセシビリティ特別研究２Ａ 演習 3 必修 2

Ａ９１１１ 情報アクセシビリティ特別研究２Ｂ 演習 3 必修 2

情報アクセシビリティ専攻授業科目一覧

【令和7年度以降入学者対象】

区　　分
修了所要
単位数

基
盤
科
目

共
通
科
目

修了要件単位合計 ３０単位以上

２単位

１８単位以上(コー
ス指定選択科目２単
位以上を含む。)

※障害者支援（聴覚
障害）コースと手話
教育コースは共通

障
害
者
支
援
（

聴
覚
障
害
）

コ
ー

ス
・

手
話
教
育
コ
ー

ス

障
害
者
支
援
（

視

覚
障
害
）

コ
ー

ス

専
門
科
目

コ
ー

ス
指
定
選
択
科
目

選
択
科
目

特
別
研
究
科
目

１０単位



科目番号 授業科目名
授業
方法

単位
数

必修・
選択
の別

履修
年次

Ａ１１１０ 情報アクセシビリティ研究特論１ 講義 2 選択 1

Ａ１１２０ 情報アクセシビリティ研究特論２ 講義 2 選択 1

Ａ１１３０ 聴覚障害リハビリテーション特論 講義 2 選択 1

Ａ１１４０ 視覚障害リハビリテーション特論 講義 2 選択 1

Ａ１１５０ 聴覚障害情報保障特論 講義 2 選択 1

Ａ１１６０ 視覚障害情報保障特論 講義 2 選択 1

Ａ２１１０ 聴覚障害教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２１２０ 聴覚障害情報保障システム特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２１３０ 聴覚障害コミュニケーション技術演習 演習 2 選択 1，2

Ａ２１４０ 聴覚障害学特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２１０ 視覚障害教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２２０ 視覚障害情報保障システム特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２３０ 点字・ロービジョンケア特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２３５ 視覚障害アクセシビリティプログラミング特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２４０ 視覚障害アクセシビリティプログラミング演習 演習 2 選択 1，2

Ａ２３１０ 手話言語学特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３２０ 手話言語学・教育演習 演習 2 選択 1，2

Ａ２３３０ ろう者学教育コンテンツ特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３４０ 手話言語教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３５０ 手話通訳特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３６０ 手話通訳演習 演習 1 選択 1，2

Ａ２５２０ 障害学生支援コーディネート特論 講義 2 選択 1

Ａ２５３０ 障害学生支援コーディネート実習１ 実習 1 選択 1

Ａ２５４０ 障害学生支援コーディネート実習２ 実習 2 選択 2

Ａ２５５０ 障害者就労支援特論 講義 2 選択 1

Ａ２５６０ 特別支援教育情報保障特論 講義 2 選択 1

Ａ２５７０ 障害者支援演習 演習 1 選択 1，2

Ａ９１００ 情報アクセシビリティ特別研究１Ａ 演習 2 必修 1

Ａ９１０１ 情報アクセシビリティ特別研究１Ｂ 演習 2 必修 1

Ａ９１１０ 情報アクセシビリティ特別研究２Ａ 演習 3 必修 2

Ａ９１１１ 情報アクセシビリティ特別研究２Ｂ 演習 3 必修 2

修了要件単位合計 ３０単位以上

【令和６年度入学者対象】

専
門
科
目

特
別
研
究
科
目

１０単位

コ
ー
ス
指
定
選
択
科
目

障
害
者
支
援

聴
覚
障
害

１４単位以上(コー
ス指定選択科目６単

位以上
を含む。)

視
覚
障
害

手
話
教
育

選
択
科
目

情報アクセシビリティ専攻授業科目一覧

区　　分
修了所要
単位数

基
盤
科
目

共
通
科
目

２単位
以上

６単位以上



科目番号 授業科目名
授業
方法

単位
数

必修・
選択
の別

履修
年次

Ａ１１１０ 情報アクセシビリティ研究特論１ 講義 2 選択 1

Ａ１１２０ 情報アクセシビリティ研究特論２ 講義 2 選択 1

Ａ１１３０ 聴覚障害リハビリテーション特論 講義 2 選択 1

Ａ１１４０ 視覚障害リハビリテーション特論 講義 2 選択 1

Ａ１１５０ 聴覚障害情報保障特論 講義 2 選択 1

Ａ１１６０ 視覚障害情報保障特論 講義 2 選択 1

Ａ２１１０ 聴覚障害教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２１２０ 聴覚障害情報保障システム特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２１３０ 聴覚障害コミュニケーション技術演習 演習 2 選択 1，2

Ａ２１４０ 聴覚障害学特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２１０ 視覚障害教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２２０ 視覚障害情報保障システム特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２３０ 点字・ロービジョンケア特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２３５ 視覚障害アクセシビリティプログラミング特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２２４０ 視覚障害アクセシビリティプログラミング演習 演習 2 選択 1，2

Ａ２３１０ 手話言語学特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３２０ 手話言語学・教育演習 演習 2 選択 1，2

Ａ２３３０ ろう者学教育コンテンツ特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３４０ 手話言語教育特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３５０ 手話通訳特論 講義 2 選択 1，2

Ａ２３６０ 手話通訳演習 演習 1 選択 1，2

Ａ２５２０ 障害学生支援コーディネート特論 講義 2 選択 1

Ａ２５３０ 障害学生支援コーディネート実習１ 実習 1 選択 1

Ａ２５４０ 障害学生支援コーディネート実習２ 実習 2 選択 2

Ａ２５５０ 障害者就労支援特論 講義 2 選択 1

Ａ２５６０ 特別支援教育情報保障特論 講義 2 選択 1

Ａ２５７０ 障害者支援演習 演習 1 選択 1，2

Ａ９１００ 情報アクセシビリティ特別研究１ 演習 4 必修 1

Ａ９１１０ 情報アクセシビリティ特別研究２ 演習 6 必修 2

情報アクセシビリティ専攻授業科目一覧

【令和５年度以前入学者対象】

区　　分
修了所要
単位数

基
盤
科
目

共
通
科
目

２単位
以上

６単位以上

修了要件単位合計 ３０単位以上
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を含む。)
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害
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教
育

選
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目

特
別
研
究
科
目

１０単位



Ａ１１１５
情報アクセシビリ
ティ研究特論

２ １ 必修 １
月１

Ｓ２０２
（天久保）

三 好 茂 樹
金 堀 利 洋
宮 城 愛 美
天 野 和 彦
中 島 幸 則
新 井 達 也
神 村 幸 蔵
小林ゆきの

聴覚障害、視覚障害における情報
アクセシビリティについて概説す
る。またそれぞれの障害における
情報保障技術、生理学的側面、研
究データの解釈・統計的分析、合
理的配慮、障害者スポーツに関す
る講義を通じて、研究倫理を含め、
研究計画、研究方法を学ぶ。加え
て、情報アクセシビリティに関する
英語論文の読み方を学び、その上
で、情報アクセシビリティに関する
先行研究の文献的考察を行う能力
を養う。

令和６年度以前の「情
報アクセシビリティ研究
特論1」「情報アクセシ
ビリティ研究特論2」を
統合

Ａ１１３０
聴覚障害リハビリ
テーション特論

２ １ 選択 １ 集中
長 南 浩 人
笹 目 友 香

聴覚リハビリテーションに関連する
聴覚障害の心理、生理、病理に関
する解説を行う。これに加え、聴覚
障害アセスメントや心理アセスメン
ト、指導法についても取りあげる。さ
らには、音声言語の獲得や認知能
力に関するリハビリテーションの方
法も説明する。

Ａ１１４０
視覚障害リハビリ
テーション特論

２ １ 選択 １
月４
２８２

（春日）

伊 藤 和 之
田 中 仁
宮 城 愛 美

視覚障害者のＱＯＬは、情報アクセ
スの実現によって大きく変化する。
また、視覚障害者の生活では様々
な福祉制度により情報保障が行わ
れている。リハビリテーションの場面
では、個々の障害の状況を把握
し、情報アクセスを中心とした様々
なスキルの訓練が行われる。本科
目では、視覚障害アセスメントを始
めとした医学的リハビリテーション、
障害の受容に関わる心理的リハビ
リテーション、日常生活における歩
行やコミュニケーション等の社会リ
ハビリテーション及び就労・復職に
関する職業リハビリテーション等に
ついて解説する。

Ａ１１５０
聴覚障害情報保障
特論

２ １ 選択 １
火４

Ｓ２０２
（天久保）

白 澤 麻 弓
笹 目 友 香

聴覚障害者の社会参加や就学環
境の整備のために情報保障は欠か
せないものである。本講義では、聴
覚障害者に対する情報保障の理
念と手段について広く概観するとと
もに、手話通訳や文字通訳を中心
とする情報保障技術及び補聴援助
技術についての基本的知識、現状
や課題、最新の研究動向並びに諸
外国の状況等について解説する。

平成２８年度までのＡ１
１０３に相当

Ａ１１６０
視覚障害情報保障
特論

２ １ 選択 １

火５
２８２

（春日）
宮 城 愛 美
三 好 茂 樹

視覚障害者の情報アクセスは、障
害の状況やアクセススキルの習熟
度に応じて、聴覚、触覚、残存視力
のいずれか、あるいは、それらの併
用によって行われる。したがって、
視覚障害者に対する情報保障で
は、個々のアクセス方法に即した形
態の情報を提供する必要がある。
そこで、それぞれの感覚の特性に
ついての基本を学ぶとともに、各感
覚向けの情報コンテンツを制作す
るためのメディア変換の技法や関
連する知識を実践的に修得する。
さらに、情報保障・支援技術として
のAIの基礎や活用について学ぶ。

平成２８年度までのＡ１
１０４に相当

共
　
　
　
通
　
　
　
科
　
　
　
目

担 当 教 員
標準
履修
年次

必修
・

選択

実
施
学
期

曜時限
教 室

授　　　業　　　概　　　要 備考

令和８年度　情報アクセシビリティ専攻　教育課程

基盤科目 ※Ｓ…学生支援棟（天久保キャンパス）

 

区
分

科目
番号

授業科目
単
位
数



Ａ２１１０
聴覚障害教育
特論

２ １・２ 選択 １

水１
Ｓ２０２

（天久保）
※一部集
中の可能

性あり

長 南 浩 人
笹 目 友 香
中 島 幸 則
新 井 達 也

聴覚障害児の教育について、言語
と認知、日本語及び外国語の習得、
数学、運動の発達に加え、音声の発
達に関する理論及び指導法の修得
を目標とし、これらに関する知見を
講義する。

Ａ２１２０
聴覚障害情報
保障システム特論

２ １・２ 選択 １ 集中
三 好 茂 樹
磯 田 恭 子

聴覚障害者に対する情報保障手段
としての遠隔情報法保障技術や音
声認識技術等に関して概説し、それ
らの具体的な構築や運用体験を通
して学習を深め、現状の課題や最
新技術動向並びに諸外国の状況等
についても解説する。

Ａ２１４０ 聴覚障害学特論 ２ １・２ 選択 １
火３

Ｓ２０２
（天久保）

大 杉 豊
小 林 洋 子
（四日市 章）

世界保健機関（ＷＨＯ）の「国際生
活機能分類」の枠組みで、国内外の
障害者に関する法規、聴覚障害の
ある者の障害内容、障害受容、障害
認識及び聴覚障害教育の現状、そ
して彼らの社会参加を妨げる様々な
障壁に関する知見を講義し、保健・
医療・福祉サービス、社会システム
や技術のあり方の方向性を論ずる。

コ
ー

ス
指
定
選
択
科
目
　

（
障
害
者
支
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区
分

科目
番号

授業科目
単
位
数

備考
標準
履修
年次

必修
・

選択

実施
学期

曜時限
教 室

担 当 教 員 授　　　業　　　概　　　要



Ａ２３１０ 手話言語学特論 ２ １・２ 選択 １
水２

Ｓ２０２
（天久保）

大 杉 豊

手話言語の言語学的な特性に関す
る知識を深めることを目標とし、音声
体系の言語事象を対象に発展して
きた言語学の各論（音韻論、形態
論、語彙論、統辞論、談話論、歴史
言語学、比較言語学、社会言語学）
を参照しつつ、手話（身振り）体系の
言語としての手話言語の特徴に関
する知見を講義する。

Ａ２３３０
ろう者学教育コンテ
ンツ特論

２ １・２ 選択 ２
水３

Ｓ２０２
（天久保）

小 林 洋 子

聴覚障害児の「文化的なろう者」と
してのアイデンティティ確立への支
援及び手話通訳等の養成を含む教
育一般におけるろう者文化の指導に
関する理論と方法の修得を目標と
し、本学のろう者学教育コンテンツ
の整備状況と活用技術、そして国内
外の様々なリソースから教育に活用
可能なものを教育コンテンツとして
活用する技術に焦点を当てる。

Ａ２３４０ 手話言語教育特論 ２ １・２ 選択 ２
水２

Ｓ２０２
（天久保）

大 杉 豊

第二言語教授法と言語評価法に関
する理論と方法の修得を目標とし、
これらに関する知見を講義する。音
声言語の語学教育における様々な
指導法と指導例を参照しつつ、各場
面に対応した手話言語の教授法及
び技能評価法を論ずる。そして手話
言語教育のシラバス作成技術を習
得する。

Ａ２３５０ 手話通訳特論 ２ １・２ 選択 ２
金２

Ｓ２０２
（天久保）

白 澤 麻 弓

音声言語による同時通訳研究や米
国の手話通訳研究により構築されて
きた諸理論を概観し、各種通訳モデ
ルの内容について学習することで、
手話通訳のプロセス並びにメカニズ
ムについて理解する。加えて、米国
を中心とした諸外国の手話通訳者
養成や評価・認定の取り組み及びこ
の背景にある理論を学習すること
で、日本の手話通訳実践のあり方を
検証する。
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   コース指定選択科目（障害者支援（聴覚障害）コース・手話教育コース共通）

区
分

備考
曜時限
教 室

担 当 教 員
必修

・
選択

実施
学期



Ａ２２１０ 視覚障害教育特論 ２ １・２ 選択 ２
火１
２８２

（春日）

伊 藤 和 之
天 野 和 彦
金 堀 利 洋
小 林 ゆ き の
嶋 俊 樹

視覚障害者の情報アクセシビリティ
の向上を図るには、情報コンテンツ
やアクセス手段の改善とともに、各
自のアクセス力を高めるための教育
が重要である。わが国の視覚障害者
の教育制度や視覚障害者の発達特
性を理解するとともに、個々のニー
ズに応じた教育を実現するための具
体的な方策や課題を実践的に修得
する。

A２２３５
視覚障害アクセシ
ビリティプログラミン
グ特論

２ １・２ 選択 ２
月３
２８２

（春日）

金 堀 利 洋

システム開発を、ソフトウェアとして
実現するために必要とされる基礎技
術から、接続するハードウェア、ネッ
ト連携に必要な基礎知識を踏まえた
上で、実践と実機を使いながら、商
用レベルで提供されているパソコ
ン、携帯端末、視覚障害情報保障
機器を対象として、障害補償システ
ムの構築を理解する。最終目標とし
て、使用者にとって使い勝手の良い
システム提供にも言及する。

平成３０年度のＡ２２５０
に相当

Ａ２２５０
点字・ロービジョン
ケア特論

２ 　１・２ 選択 ２
火３
２８２

（春日）

田 中 仁
宮 城 愛 美
伊 藤 和 之

重度視覚障害者が点字を使いこな
せるようになるまた、軽度・中度視覚
障害者が残存する視機能をロービ
ジョンケアによって活用できるように
なることは、情報化社会でより豊かな
生活を送るうえで非常に重要であ
る。本講義では、点字成立の過程、
パソコンを使った点訳及びルーペな
どの情報保障機器を使用したロービ
ジョンケアなどを、実際に点訳作業
やロービジョングッズのフィッティング
など演習を行いながら学んでいく。

平成２８年度までのＡ２
２０３「点字・ロービジョ
ンケア技術演習」に相
当
平成２９年度から平成
３０年度までのＡ２２３０
「点字・ロービジョンケ
ア技術演習」に相当
令和元年度から令和６
年度までのＡ２２３０「点
字・ロービジョンケア技
術特論」に相当
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   コース指定選択科目（障害者支援（視覚障害）コース）

区
分

科目
番号

授業科目
単
位
数

備考
標準
履修
年次

必修
・

選択



Ａ２５２０
障害学生支援コー
ディネート特論

２ １ 選択 ２
火２

Ｓ２０１
（天久保）

白 澤 麻 弓
萩 原 彩 子

大学等の高等教育機関で障害学
生への支援を進めていくためには、
支援ニーズの把握から支援内容の
決定、支援者の確保や養成・配置と
いったコーディネート業務が不可欠
である。本講義では、全国の高等教
育機関における障害学生支援の現
状について概観したのち、実際の
障害学生支援室で行われているさ
まざまな支援業務について、ゲスト
講師による事例を通して学修すると
ともに、国の政策動向や諸外国の
障害学生支援の現状について学ぶ
ことで、コーディネートに必要な基
礎知識を修得する。

Ａ２５３０
障害学生支援コー
ディネート実習１

１ １ 選択 ２
集中
Ｓ２０１

（天久保）

中島亜紀子
白 澤 麻 弓

大学等の高等教育機関において障
害学生支援コーディネーターなどの
業務に従事するためには、支援に
関わる実践的な技術が不可欠であ
る。本実習では、２年次に行われる
障害学生支援コーディネート実習
に向けて、実際の大学現場におけ
る障害学生支援コーディネートの実
際について学ぶとともに、実習希望
大学の支援状況に関する調査やヒ
アリング等を通して、実習に臨むた
めの事前知識を習得する。

Ａ２５４０
障害学生支援コー
ディネート実習２

２ ２ 選択 １・２
集中
Ｓ２０１

（天久保）

中島亜紀子
白 澤 麻 弓

大学等の高等教育機関において障
害学生支援コーディネーターなどの
業務に従事するためには、支援に
関わる実践的な技術が不可欠であ
る。本実習では、実際の大学・機関
において1ヶ月以上の実習を経験
することで、大学における障害学生
支援室の実際について学ぶ。あわ
せて、実習の前後には大学におけ
るコーディネーターの立場や業務
内容、学内関係部署との連携のあり
方、障害学生との関わり方等につい
て学習することで、実際の現場で求
められる技術の修得を目指す。

Ａ２５５０
障害者就労支援特
論

２ １ 選択 ２ 集中 長 南 浩 人

キャリア支援に基づく職業リハビリ
テーション学の理念・理論・知識・技
術を総合的に把握する。働くことの
意義や.職業リハビリテーションの概
念・定義・理念・支援過程とキャリア
に関する理論を踏まえて、個人理
解の基盤(アセスメントや支援計画と
個人特性の理解、障害や職業・生
活の理解、自己理解、能力開発)
と、環境調整の基盤（雇用・福祉施
策、雇用の推進、職場定着支援、メ
ンタルヘルスと組織内キャリア、復
職・離転職と引退）について検討す
る。

※ゲストスピーカー：
松為信雄氏
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Ａ９１００
情報アクセシビリ
ティ特別研究１A

２ １ 必修 集中

伊 藤 和 之
大 杉 豊
長 南 浩 人
三 好 茂 樹
白 澤 麻 弓
中 島 幸 則
新 井 達 也
金 堀 利 洋
小 林 ゆ き の
小 林 洋 子
田 中 仁

宮 城 愛 美
青木千 帆子
笹 目 友 香

情報アクセシビリティに関する領域
から，各教員と協議の上で決定した
テーマを通じて，文献検索の方法，
データの集積及び解析，プレゼン
テーション技法等を演習形式で学
ぶ。

【令和6年度以降入学
者対象科目】

Ａ９１０１
情報アクセシビリ
ティ特別研究１B

２ １ 必修 集中

伊 藤 和 之
大 杉 豊
長 南 浩 人
三 好 茂 樹
白 澤 麻 弓
中 島 幸 則
新 井 達 也
金 堀 利 洋
小 林 ゆ き の
小 林 洋 子
田 中 仁

宮 城 愛 美
青木千 帆子
笹 目 友 香

情報アクセシビリティに関する領域
から，各教員と協議の上で決定した
テーマを通じて，文献検索の方法，
データの集積及び解析，プレゼン
テーション技法等を演習形式で学
ぶ。

【令和6年度以降入学
者対象科目】

Ａ９１１０
情報アクセシビリ
ティ特別研究２A

３ ２ 必修 集中

伊 藤 和 之
大 杉 豊
長 南 浩 人
三 好 茂 樹
白 澤 麻 弓
中 島 幸 則
新 井 達 也
金 堀 利 洋
小 林 ゆ き の
小 林 洋 子
田 中 仁

宮 城 愛 美
青木千 帆子
笹 目 友 香

情報アクセシビリティに関する領域
から、各教員と協議の上で決定した
テーマを通じて、データ収集及び
データ解析に関わる事項について
学ぶ。授業担当教員から課せられた
課題について、年間を通して自由に
学習、調査、研究を行いその成果に
ついて報告する。

【令和6年度以降入学
者対象科目】

Ａ９１１１
情報アクセシビリ
ティ特別研究２B

３ ２ 必修 集中

伊 藤 和 之
大 杉 豊
長 南 浩 人
三 好 茂 樹
白 澤 麻 弓
中 島 幸 則
新 井 達 也
金 堀 利 洋
小 林 ゆ き の
小 林 洋 子
田 中 仁

宮 城 愛 美
青木千 帆子
笹 目 友 香

情報アクセシビリティに関する領域
から、各教員と協議の上で決定した
テーマを通じて、データ収集及び
データ解析に関わる事項について
学ぶ。授業担当教員から課せられた
課題について、年間を通して自由に
学習、調査、研究を行いその成果に
ついて報告する。

【令和6年度以降入学
者対象科目】
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Ａ９０００
情報アクセシビリ
ティ特別研究１A

４ １ 必修 1・2

伊 藤 和 之
大 杉 豊
長 南 浩 人
三 好 茂 樹
白 澤 麻 弓
中 島 幸 則
新 井 達 也
金 堀 利 洋
小 林 ゆ き の
小 林 洋 子
田 中 仁

宮 城 愛 美
青木千 帆子
笹 目 友 香

情報アクセシビリティに関する領域
から，各教員と協議の上で決定した
テーマを通じて，文献検索の方法，
データの集積及び解析，プレゼン
テーション技法等を演習形式で学
ぶ。

【令和5年度以前入学
者対象科目】

Ａ９１１０
情報アクセシビリ
ティ特別研究２

６ ２ 必修 1・2

伊 藤 和 之
大 杉 豊
長 南 浩 人
三 好 茂 樹
白 澤 麻 弓
中 島 幸 則
新 井 達 也
金 堀 利 洋
小 林 ゆ き の
小 林 洋 子
田 中 仁

宮 城 愛 美
青木千 帆子
笹 目 友 香

情報アクセシビリティに関する領域
から、各教員と協議の上で決定した
テーマを通じて、データ収集及び
データ解析に関わる事項について
学ぶ。授業担当教員から課せられた
課題について、年間を通して自由に
学習、調査、研究を行いその成果に
ついて報告する。

【令和5年度以前入学
者対象科目】

専門科目

   特別研究科目【令和5年度以前入学者対象科目】
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Ａ１１１０
情報アクセシビリ
ティ研究特論１

２ １ 選択 － － －

聴覚障害、視覚障害における情報アクセシビリティに
ついて概説する。またそれぞれの障害における生理
学的側面、研究データの解釈、合理的配慮、障害者
スポーツ、特別支援教育における情報アクセシビリ
ティに関する講義を通じて、研究計画、研究方法を
学ぶ。

令和８年度は開講しな
い

Ａ１１２０
情報アクセシビリ
ティ研究特論２

２ １ 選択 － － －

聴覚障害、視覚障害の情報アクセシビリティに関す
る英語論文の読み方を学ぶ。その上で、情報アクセ
シビリティに関する先行研究の文献的考察を行う。さ
らに、修士論文の執筆にあたっての論文構成につい
て学ぶ。

令和８年度は開講しな
い

障
害
者
支
援

（
聴
覚
障
害

）
コ
ー

ス

Ａ２１３０
聴覚障害コミュニ
ケーション技術演習

２ １・２ 選択 － － －

聴覚障害児・者とコミュニケーションする際の技術の
修得を目標とし、これに関する演習を行う。具体的に
は、聴覚障害者が用いるコミュニケーション手段であ
る、手話や指文字、キュードスピーチなどの手指記
号、音声、文字を取り上げる。これらの手段は、聴覚
障害者の障害の程度や年代、失聴年齢、言語力な
ど障害者の障害に関する要因及び補聴機器等の種
類といった聴覚学的要因によって利用のしかたを変
える必要があることから、本演習では、左記の両要因
に関する知見も取り上げる。

令和８年度は開講しな
い

Ａ２２２０
視覚障害情報保障
システム特論

２ １・２ 選択 － － －

視覚障害者が情報アクセスを行うためには、何らか
の障害補償機器が必要となる。障害補償機器は、弱
視と全盲では使い勝手が異なり、それぞれに合った
形で提供され情報保障が成されるもので、本講義で
は、ハードウェア及びソフトウェアの両面から視覚障
害情報保障システムに求められる機能・役割、さらに
は実現可能な新技術に触れ、役に立つ実践的な視
覚障害情報保障システムについて学ぶ。

令和８年度は開講しな
い

Ａ２２４０
視覚障害アクセシ
ビリティプログラミン
グ演習

２ １・２ 選択 － － －

講義科目「視覚障害情報保障システム特論」 の内容
を、より現実的な課題として実現するためのシステム
開発を、ソフトウェアとして実現するには、何が必要
で、何が求められているかを探求しながら、実践的な
開発を、演習を通じて行う。システム開発を行う上で
は、OSの基礎、Python, C, Ｊａvａ, マクロ等ある程度
の応用プログラミングの経験と知識を要し、商業レベ
ルで提供されているパソコン、携帯端末、視覚障害
情報保障機器を対象として、視覚障害者にとって使
い勝手の良いシステムの提供が出来る力を付けるこ
とを目指す。

令和８年度は開講しな
い

Ａ２３２０
手話言語学・教育
演習

２ １・２ 選択 － － －

「手話言語学特論」及び「手話言語教育特論」で得
た知識をもとに、将来手話言語の語学指導ないし技
能評価に携わることを想定し、手話言語データの分
析演習及び、手話言語指導計画・教材準備の演習
を行う。

令和８年度は開講しな
い

Ａ２３６０ 手話通訳演習 １ １・２ 選択 － － －

「手話通訳特論」で学んだ通訳の諸理論・モデルを
念頭に、実際に手話通訳データを収録し、観察分析
の手法に基づいて分析・検討する過程を体験するこ
とで、手話通訳がどのように研究されうるのかを学習
する。上記の分析作業を通して、個々の手話通訳者
にとっての課題や長所を発見し、養成・研修に繋げ
る視点を学ぶ。

令和８年度は開講しな
い

令和６年度以前入学者対象の旧カリキュラムにおける科目【令和８年度は開講しない科目】
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Ａ２５６０
特別支援教育情報
保障特論

２ １ 選択 － － －

特別支援学校、特別支援学級及び一般の小学校、
中学校、高等学校等で学ぶ聴覚障害児者、視覚障
害児者に対する教育的支援について、教育的観点
から、情報保障の現状と課題について解説する。ま
た児童、生徒の発達段階と教育現場の実情に即した
情報保障の具体的手法について論じる。さらに学校
等において最新の情報保障方法を活用した教育支
援を試行し、教育現場における情報保障を体験する
とともに、教育効果を検証することで、実践的かつ効
果的な情報保障技術の修得を目指す。

令和８年度は開講しな
い

Ａ２５７０ 障害者支援演習 １ １・２ 選択 － － －

肢体不自由、病弱・虚弱、精神障害、発達障害につ
いて概説する。その上で、複数の障害（特別な教育
的ニーズ）を併せ有する障害児童・生徒・学生（発達
障害、肢体不自由、病弱・虚弱、精神障害を併せ有
する重複障害及び視覚・聴覚二重障害（盲ろう））の
理解を深め、支援の在り方について検討する。内容
としては学習環境の整備、学習支援及び生活支援
の実際を取り上げる。

令和８年度は開講しな
い
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択
科
目
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Ⅷ 授業計画書（シラバス） 

 

下記リンクより令和８年度のシラバスを検索してください。 

https://aims.ad.tsukuba-

tech.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.aspx?me=EG&opi=mt0010 

 

 

https://aims.ad.tsukuba-tech.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.aspx?me=EG&opi=mt0010
https://aims.ad.tsukuba-tech.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.aspx?me=EG&opi=mt0010


Ⅸ 関係規則 

 

・学則に関する内容は下記 QR コードからご参照ください。 

 
 

・学生生活に関する規程は下記 QR コードからご参照ください。 

 
 
・履修規程や研究指導に関する規程といった教務関係は下記 QR コードからご

参照ください。 

 
 
 




